
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館だより 
第２４号 平成２４年１１月２０日 

袖ケ浦市立中央図書館〒299-0262 袖ケ浦市坂戸市場１３９３－２ ℡0438-63-4646 

 

１０月２７日（土）・２８日（日）の２日間、 

長浦おかのうえ図書館にて、図書館まつりを開催しました。 

今年度のテーマは「なつかしの昭和」。 

講演会・工作教室・展示・サークル発表・おはなし会など、昭和

時代を知る人はもちろん、知らない人も楽しめる催し物をたくさ

ん行いました。 

どのようなイベントがあったのか、当日の様子をご紹介します。 

 

 

 

10/28 ★講演会「なつかしの昭和」★ 

講演会当日、時折小雤が降る中、長浦駅仮ロータリーに現れた先生はとても気さくな感じの方で、迎えの車

の中でもご自身が最近出演されたテレビ番組のことや１９７０年代のヒット曲「神田川」にまつわるエピソー

ドなどを楽しくお話してくださいました。 

 館に到着するとまずは機材のチェックをされたのですが、先生の持って来られたのはとてもコンパクトなス

ライド映写機でした。パソコンなどを使うより確実で良いのだそうです。「なつかしの昭和」の講演にぴったり

の雰囲気のある機材でした。 

 準備が着々と進む中、どんどん会場内の椅子が埋まり、講演会が始まりました。 

 会場の照明が落とされ、スライドが映し出されるとまず、足のついたテレビのある部屋が現れました。これ

は講演会当日にも東京で開催されていたデパートでの企画展用に作成された模型だとのことでした。 

 また、「正露丸」のコマーシャルで「ラッパのマークの正露丸」と、なぜ「ラッパのマーク」と断りを入れる

のかというお話では、いろいろな「マーク」の正露丸の箱が映し出されて、各社からそれぞれの「マーク」の

ついた正露丸が発売されていることやこの薬が登場した明治時代には「征露丸」だったというお話しなど、い

ろいろなエピソードの紹介がありました。 

スライドを多用しながら行われた今回の講演会は、尐年の心を持ち続けている先生の興味深いお話に時間を

忘れてしまうほどで、視聴覚室を「昭和時代」に染めて終了しました。 

 

チーバ君も遊びに来てくれました。 

講演会には延べ８２人もの方が参加してくださいました！！ 



２７日（土） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・・・・・サークル発表・展示紹介・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

 

 

 

 

★たのしいジャグリング★ 

 ジャグリングとはボールやクラブを投げたり、ディアボロというこまを回

したりする、パフォーマンスのことです。今回千葉大学のジャグリングサー

クル「ＰＯＳＳＵＭ」をお招きし、パフォーマンスを行ってもらいました。

当日はお天気もよく、サークルの皆さんが音楽に乗せて華麗なジャグリング

を披露。技が決まるたびに拍手がおこり、大人も子どももチーバくんも釘付

けになっていました。 

ジャグリングとバルーンアートの体験では、的確なアドバイスでジャグリ

ングのこつをみるみるつかんだ子、風船でかわいい動物の形を作って大喜び

の子など大満足のイベントでした。 

 

 ★親子で楽しむリリアン作り★ 

昔から女の子たちが遊んだリリアンを、親子でラップの芯と竹ぐしを

使って作りました。 

参加した子どもたちはお母さん達に助けてもらいながら筒を作り、シ

ールやテープで思い思いに飾って自分だけのリリアンに仕上げました。

そして筒が出来上がると、講師役の職員の説明を聞き一生懸命に毛糸で

編み始めました。職員からリリアンのアレンジ方法を聞くと、シュシュ

を作ろうと意気込む子もいました。時間の関係で講習会中は長く編み進

められませんでしたが、みんな自宅で続きを編むと言って楽しそうに帰

って行きました。 

 
★ビー玉であそぼう★ 

１階市民ギャラリーでは、１時から「ビー玉であそぼう」を行いま

した。途中チーバくんもあそびに来てくれました。 

お父さんやお母さんが昔遊んだ懐かしいビー玉あそびにたくさん

のお友達が挑戦してくれました。あそび方は、星型の中央と角に的に

なるビー玉を置き、尐し離れた所からビー玉を転がして的のビー玉に

当てるというものと、的のビー玉めがけて上から落として当てるとい

うものです。当てたビー玉はもらえます。 

来てくれたお友達は皆夢中になって遊んでいました。お兄ちゃんが

妹にビー玉をとってあげるというほほえましい姿もみられました。 

 

朗読サークル「萌」    手話サークル「ばらの会」    朗読サークル「グループはこべ」   むかしむかしの会 



２８日（日） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

★消しゴムで作る年賀はんこ★ 

石門印会袖ケ浦支部の湯浅昭弘先生の指導で、来年の干支や年賀にち

なんだ文字や図柄を消しゴムに彫刻等で彫りました。はじめのうちは参

加者も緊張していましたが、先生やスタッフにアドバイスをもらいなが

ら、好きな絵柄や文字を選んで転写し、彫っていきました。文字などは

意外に難しいようで、思うように彫れずに真剣な表情で彫っていました

が、最後には素敵なはんこが出来上がりました。家に持ち帰り続きを彫

るという方もいて、皆さんとても楽しそうでした。 

 

★和紙で作るシンプル凧★ 

竹ひご２本と穴を開けた紙だけでバランスよく揚がるシンプル

凧を開発し、世界中で凧つくりを教えている市原市在住の高橋忠友

先生を講師に、親子で凧づくりにチャレンジしました。先生のわか

りやすい教え方で、当日申込で加わった親子も交えた９組の子ども

たちは立派な凧を作り上げ、最後に思い思いの絵を描いて完成させ

ました。終了後、外で凧揚げをしてみんなで記念撮影をしました。

雤が降りそうでしたが、今まで一度も雤に降られたことがない（！）

という高橋先生のおかげで、子どもたちはとても楽しそうに走り回

っていました。 

 

 

 
★ストローで作る竹とんぼ★ 

自由参加の工作教室のひとつとして「ストローで作る竹とんぼ」が開催

されました。 

すでにキットとして下ごしらえが済んでいたこともあり、小さいお子さ

んでも簡単に組み立てることができました。羽の角度を調整することによ

り、より高く飛ばせることができました。お子さんばかりでなく、お父さ

んやお母さんも楽しんで作る様子が見られ、子どもさんといっしょに童心

に帰って飛ばしていた姿が印象的でした。  

                                     

 

ピノキオの部屋         短歌そでがうら          石門印会袖ケ浦        宇麻具多短歌会 



 

～相互協力編～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図書館カレンダー  ★ ☆ ★ ☆ ★ ☆ ★ ☆ ★ ☆ ★ ☆ ★ ☆ ★ ☆ ★ ☆ 

 

☆塗りつぶしてある日が休館日です。 

☆開館時間 中央・長浦おかのうえ・平川図書館 午前９時３０分から午後６時まで（１０月～３月） 

    根形・平岡公民館図書室      午前９時３０分から午後５時まで（通年） 

１１月          １２月          １月 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土 

      １ 

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

９ 10 11 12 13 14 15 

16 17 18 19 20 21 22 

23 24 25 26 27 28 29 

30 31      

日 月 火 水 木 金 土 

  １ ２ ３ ４ ５ 

６ ７ ８ ９ 10 11 12 

13 14 15 16 17 18 19 

20 21 22 23 24 25 26 

27 28 29 30 31   

日 月 火 水 木 金 土 

    １ ２ ３ 

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 

11 12 13 14 15 16 17 

18 19 20 21 22 23 24 

25 26 27 28 29 30  

毎週木曜日の午前中に、県立図書館が運行し

ている協力車が中央図書館に到着します。配達

されるブルーのボックスの中身は、県内の他の

図書館に借用を依頼したリクエストの資料と、

他の図書館から依頼を受けて貸し出した返却本

です。図書館では未所蔵の資料でも、所蔵して

いる図書館から借用して提供に努めています。

（Ｏ） 

 

 

他の図書館と連携することで、単独の図書館だけでは対

応できないサービスも提供することができます。 

「相互協力」は他の図書館との信頼関係で成り立ってい

るので、借用した資料の取り扱いには細心の注意を払って

います。 

 

袖ケ浦の図書館では所蔵していない資料だから……。 

と諦めずに、ぜひ一度カウンターでお尋ねください。 

 

 

♪編集後記♪ 

１０月に行われた図書館まつりには、多くの方に足を運んでいただき、ありがとうございました。 

これからも利用者の皆様に満足していただけるような催し物を開催していきたいと思います。（S） 

 


